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『共動＊感動＊躍動のまちづくり』
始動予算可決

本会議や予算決算
常任委員会の映像配信
久御山町議会ホームページから
録画映像がご覧いただけます。 令
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　今後10年間の久御山町まちづくりの羅針盤となる「第６次久御山町
総合計画」が令和８年度から始動しました。この計画に基づいて新たに
築き上げたまちの将来像の言葉から引用し、当初予算を「共動＊感動＊
躍動のまちづくり」始動予算として編成されています。

定例会
３月会議

令和８年度一般会計当初予算
予算額104億2,600万円
前年度当初予算より６億600万円の増【伸び率6.２％】

活発な産業活動、職住近接のまちづくり、都市基盤の整備
（みなくるタウンの整備や優良田園住宅基本方針等策定業務、
地域公共交通計画の策定などに）

共動

人が信頼し合い、住み慣れた土地で安全・安心な暮らしに
（防災力の強化、消防の広域化の推進や「共動＊感動＊躍動の地
域づくり補助金」の創設などに）

感動

未来への明るい夢を持ち、その夢に向かって挑戦できるまちに
（まちづくりセンター「グランハット」開館事業や中央公園の整
備、みまきっこまんなか応援まちづくり事業などに）

躍動

※「共動」は「町に関わる全ての方々が共に動くことで、大きな
感動や躍動につながる」という意味を込めた町の造語です。

まちづくりセンター「グランハット」

■議会費00　１億２，９８６万円　■総務費　　　１８億４，０５７万円
■民生費0　３１億６，９１３万円　■衛生費　　　0６億５，９７０万円
■労働費0000000　49万円　■農林水産業費0１億８，８５９万円
■商工費00　２億８，３９１万円　■土木費　　　１７億３，１０２万円
■消防費00　５億７，０９６万円　■教育費　　　１４億５，１１５万円
■公債費00　３億７，５６２万円　■予備費　　　　　２，５００万円

内
　
訳
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優良田園住宅基本方針等策定業務
　御牧地区は、農業振興地域で、市街化調整区域であることから新たな住宅づくりが限
定的となり、農業に従事する人や農業法人の従業員、農村で生活したいという多様なニーズに応えきれていない。
そのため、国の優良田園住宅の建設の促進に関する法律に基づき、住宅建設を可能にすることで豊かな田園地帯
の活性化をめざす。

907万円

Ｊアラート受信機が導入から５年以上経過し、全国的に
故障が散見されているため更新をおこなうとのことだが、
本町では不具合はなかったのか。

公園入口にあるトイレを撤去し、
荒見苑にトイレを増設することに
より、引き続き荒見苑利用者と、
公園利用者に利用していただく。
また、グラウンドからテニスコー
ト側にあるトイレへの動線を新た
に整備し、屋外でスポーツをされ
ている方や公園利用者に利用して
いただけたらと考えている。

中央公園拡充整備事業
　まちの中心的な公園として機能充実を図り、人と人とがつながる公園づくりを進める。
また、まちのにわ構想実現のため、地域主体によるイベント開催支援をおこなうとともに、
リニューアルに伴う整備工事をおこなう。

Ｑ グラウンド代替利用について、令和７年度と同程度の利用頻度でも補助の予算金額は大丈夫か。

Ａ 問題なく補助できる予算を組んでいる。

Ｑ 荒見苑のトイレを増設するとのことだが、今後どういう利用を想定しているのか。

Ａ

4億2,793万円
国補助２億916万円

国補助442万円

防災力強化総合事業（ハザードマップ改定、Ｊアラート
  受信機更新）

　本町のハザードマップを更新し災害時における安全確保に努める。また、Ｊアラート受
信機の更新をおこなう。

Ｑ ハザードマップについて、どのような内容を更新するのか。

Ａ 京都府が調査し変更となった活断層の被害想定の更新や気象
情報の更新、液状化の分布図を拡大して見やすくするなど。

Ｑ

Ａ これまで不具合はなかった。国から示されているため更新するものである。

710万円
国補助51万円

Ｑ 貴重な農地と既存の地域コミュニティとの調和をどのように担保していくのか。

Ａ コミュニティを崩すような無秩序な開発にならないように、さまざまな有識者や専門家
を含めた策定委員会を立ち上げ、現状および課題を整理し、どの地区に限定すれば良い
か考慮した上で進める。

Jアラート受信機
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自治会活動支援事業
（共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金、くみやまっこ全世代交流支援事業補助金）

①共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金……自治会や地域活動グループが実施する、「あたたかい絆 広がる笑顔 
未来の光が輝（て）らすまち　久御山」を地域の力で実現できる交流事業などへの補助

②くみやまっこ全世代交流支援事業補助金……町域（もしくは町域を越える範囲）を対象に実施する、住民など
が主体の地域活性化活動や事業などへの補助

Ｑ 共動＊感動＊躍動の地域づくり補助金の具体的な内容は。

Ａ 地域のきずな再構築支援事業補助金から新たに、自治会活動や地域コミュニティの活動に
対して手厚く支援していくもの。補助対象は、地域の防災・防犯活動、祭りやレクリエー
ション、地域文化の伝承など。補助率は－で、上限15万円。

462万円
国補助231万円

子育て支援推進事業
①こどもの居場所づくりコーディネーター配置
②地域子育て応援イベント
③地域子育て応援補助金
④地域子育て交流拠点支援事業
⑤子育て応援住宅総合支援事業費補助金

Ｑ 地域子育て交流拠点への支援内容は。

Ａ 子どもをまんなかとした地域づくりの拠点となる民間事業者が、「こどもの居場所」や
「こども食堂」を実施する費用などを補助するもの。

808万円
国補助397万円
府補助99万円

子育て支援センター事業、
子ども・子育て支援給付事業
（こども誰でも通園）
　全ての子どもの育ちを応援し、良質な成育環境を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して多様な働き方
やライフスタイルに関わらない形での支援を強化するため、月一定時間までの利用可能枠の中で、就労要件を問
わず柔軟に利用できる「こども誰でも通園制度」を開始する。

Ｑ こども誰でも通園は、こども園で実施さ
れないのか。

Ａ 親子にとってなじみのある、あいあいホー
ルで実施する。

Ｑ 利用形態は。

Ａ 月曜日の午前・午後で１枠３人。未就園の
０歳６カ月から３歳未満児が月10時間を
上限とし利用可。

176万円
国補助132万円
府補助22万円

４
5

子育て支援センターあいあいホール
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議案第１号　令和８年度一般会計予算 ※賛成反対両方の討論があったものを抜粋で紹介します

議案第８号　第６次総合計画の基本構想を定めることについて

討論
賛
　
成

反
　
　
　
　
対

　まちの将来像「共動＊感動＊躍動のまちづくり」具現化の始動予算。みなくるタウン整備事業などの経費が
予算額を押し上げたが、中期財政計画を基に基金の活用や地方債を精査し、費用対効果やスピード感のある、
バランスと積極性をともなった予算と評価する。

「共動＊感動＊躍動のまちづくり」具現化の始動予算！

（樋口　房次議員）

賛
　
成

反
　
対

　２年間で多くの住民や企業関係者などの声を聞き策定したことは高く評価する。将来人口を2040年に１万
５千人とし、人を大切にし、小さなまちのメリットを生かし、「共動＊感動＊躍動」により「あたたかい絆　広がる
笑顔　未来の光が輝らすまち　久御山」の実現に期待。

２年間をかけ多くの声を聞き計画を策定

（島　宏樹議員）

　学童保育の民間委託には賛成するが、委託先の選定に安全面の懸念がある。文化スポーツ事業団への指定
管理料とは別に人件費相当分の補助金を支出することは、経営努力や自立性を阻害する。大手企業へのホテ
ル立地促進助成金の合理性にも疑問がある。

学童保育委託先選定と文化スポーツ事業団への補助などに疑義

（芦田　祐介議員）

　反対理由の第１は、住民アンケートで「重要度が高いが、満足度が低い」と感じた項目を、改善するかを示す
べきである。第２は、より健全で安定した運営として公民連携を図るとしているが、より安定した運営を求める
ならば、公民連携よりも町職員の増員をおこなうこと。

公民連携より職員の増員を

（巽　悦子議員）

　反対理由は以下の点である。京都府北陸新幹線南部ルート誘致促進同盟会負担金、こども誰でも通園制度
実施、消防指令センター共同整備負担金、中央公園拡充事業では公園利用者が荒見苑のトイレ共用、学童保
育を民間委託にすることなど。

消防の広域化、学童保育を民間委託する予算は認めない

（巽　悦子議員）

て

７年度補正予算
国補正予算に伴う事業費の増額や、事業費確定などに伴う予算の調整で、２億5,686万円
を追加し、総額106億1,320万円とした。
・全世代・全員活躍まちづくりセンター整備事業１億3,990万円、
・中央公園拡充整備事業１億6,980万円、など。　　　　　　　　　　　　

条例制定など
■第６次総合計画の基本構想を定めることについて
　本町の町政運営の基本となる、町の将来の目標および目標達成のための施策の大綱を示し
た、第６次総合計画基本構想を定める。

■議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部改正
　最近における諸情勢の動向などを勘案し、議会議員の報酬額（月額）を見直すため、条例
を改正する。
　議長 381,000円⇒408,000円　一般議員 284,000円⇒300,000円

■議会委員会条例一部改正
　常任委員会の名称の整合を図るための改正。広報広聴委員会が広報広聴常任委員会へと名
称を変更する。

その他はＰ８、９の委員会レポートや、Ｐ10採決結果をご参照ください。
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３月会議にて審議した新年度予
算。審議の結果、原案のとおり可
決となりましたが、ここでは議員一
人一人の新年度予算への思いを
掲載します。

まつもと よしひろ

松本　義裕  議長

　『全国一番の子育て
環境のまち』をめざす
中、高校生までの医療
費無償化、給食費無償
化などの施策は評価す
る。ただ、久御山学園
として取り組む中、目
に見えた成果が必要。
基本となる小学生への
学力アップ対策も望む。

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介  議員

　学童保育の民間委託
に伴う食の安全性への
懸念、外郭団体への人
件費補助の不透明な支
出構造、ホテル助成に
おける大手企業への公
金投入の合理性に疑問
があり、優先すべき政
策との整合性も欠くた
め反対する。

　50億超の町税収入が
続いているが、財政の
硬直化もみられる。
100億を超える当初予
算には将来の安定財源
確保の投資の部分もあ
るが、政情不安による
さらなる物価高の生活
支援にも、国・府連携
のもと対処してほしい。

ひぐち ふさつぐ

樋口　房次 副議長

うちだ たかし

内田　孝司  議員

　過去最大規模となる
予算にて、安全安心の
まちづくりをはじめ、
住民福祉の充実、全国
一番の子育て環境のま
ちづくりが組み込まれ
ているが、その効果が
住民生活の向上に確実
につながるよう、しっ
かりと検証したい。

いわた よしかず

岩田　芳一  議員

　新年度予算には、暮
らしを支える事業が多
く盛り込まれた。限ら
れた財源の中でも、住
民の安心と未来への投
資が着実に進むよう、
丁寧で効果的な執行を
期待している。併せて
成果の検証も重ねたい
と考えている。

おおみや たけし

大宮　竹志  議員

　ホテル（温泉施設）
ができたことによる入
湯税は、消防施設の整
備や観光の振興に充て
られる。
　今回は消防指揮車の
購入に使われる。
　これからも多くの方
が久御山町に来ていた
だけますように。

ひとこと言わせて！ 新年度予算
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しま ひろき

島　　宏樹  議員

　「共動＊感動＊躍動
のまちづくり」始動予
算として全国一番の子
育て環境のまちづくり
やハードの整備を順調
に進める予算となって
いる。高齢者福祉も継
続して進められている
がさらなる高齢者福祉
の充実に期待する。

たつみ えつこ

巽　　悦子  議員

　町内に北陸新幹線車
両基地と調整池の建設
計画案がある。住民か
らは、立ち退きや資産
価値の低下など不安の
声がある。延伸計画Ｎ
Ｏの表明、予算化した
北陸新幹線延伸促進同
盟負担金の歳出は中止
すべき。

たい みのる

田井　　稔  議員

　地震や台風などの大
規模災害を念頭に、地
域コミュニティの核で
ある自治会へ蓄電池や
Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備や
情報端末を設置し、自
治会員が安全で安心し
て暮らせる「共動＊感
動＊躍動のまちづく
り」で、絆を深めよう！

つじ とおる

辻　　　徹  議員

　防災力のアップと高
齢者福祉をしっかりと
取り組むことを期待し
たい。　
　町民の皆さま方の生
命、財産を守る「防災
力向上」のための予算
と高齢者人口の増加に
見合った事業、予算の
確保に努めて！

つか もと いさお

塚本五三藏  議員

　物価高騰に苦しむ町民
生活を支援するため、教
育、給食費の無償化や子
育て支援策を拡充し、真
に困っている人への支援
が工夫され、将来に町の
力となる次世代育成への
投資が盛り込まれ、本町
の未来への希望を感じる
内容である。

なかの

中野ますみ  議員

　大型開発は大きな税収
が見込めるが、高齢者に
も寄り添った、生きがい
のある福祉町政の施行を。
　地震に備えた住宅耐
震改修補助は、限度額
が拡充されているが、
令和８年も特例措置と
して、町独自の補助増
額を求める。

とがわ かずこ

戸川　和子  議員

　まちづくりセンター
「グランハット」開館
のめどもたち、また、
みなくるタウン整備事
業や、中央公園再整備
事業など、未来に希望
を託した予算編成にな
った。
　まちづくりが大きく
変わることに期待する。

はまぐち たかし

濱口　隆志  議員

　令和８年度は過去最
大の予算規模。「グラ
ンハット」などにかか
る予算が大きいわけだ
が、公園への防犯カメ
ラ設置などの「安心・
安全」、学校のトイレ
改修などの「教育環境
の改善」に対し、更な
る増額をすべきでは。

くみやま 議会だより　No.182（7）



Q　
対
象
の
施
設
で
当
て
は
ま
る
も
の

は
。

A　
荒
見
苑
の
ひ
さ
し
や
倉
庫
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
用
倉
庫
や
駐
輪
場
の
屋
根

が
対
象
と
な
る
。

Q　
な
ぜ
３
％
な
の
か
。

A　
園
内
の
緑
地
を
確
保
す
る
た
め
、

建
築
可
能
面
積
は
現
計
画
に
基
づ

き
必
要
最
小
限
と
し
て
い
る
。

Q　
先
行
運
用
の
理
由
は
。

A　
現
在
、
使
用
し
て
い
る
指
令
装
置

が
更
新
時
期
を
迎
え
て
い
る
た
め
。

Q　
負
担
は
公
平
か
。

A　
人
件
費
に
係
る
経
費
は
人
口
割
と

し
て
い
る
。

休会中の事務調査 防災（備蓄品等）について １月27日

■地域防災計画について
⑴地域防災計画は、風水害対策、震災対策、事故対策
などで構成されており、その他に近年発生が懸念さ
れている南海トラフ地震の防災対策推進計画も含ま
れている。
⑵地域防災計画には、計画の目的、計画の方針、防災
計画の修正、久御山町が処理すべき事項・業務など
が個々具体的に定められている。
■公的備蓄について
⑴京都府から示されている、本町における最大避難者
数は2,641人とされており、この人数をもとに重点
備蓄品数などが算出されている。
⑵重点備蓄品目は、食料、飲料水のほか乳児用液体ミ
ルク、毛布等防寒用具、簡易トイレ、凝固剤、トイ
レットペーパー、おむつ（大人用・子供用）、女性
用衛生用品などであり、発災後３日分の必要量につ
いて府、町、流通在庫（協定締結店舗の日常在庫）
として確実に確保しているところである。
⑶消防庁舎西側の町防災倉庫には、飲料水をはじめ米
粉パンやレトルト白飯などの食料、毛布やブランケ
ットなどのリネン、非常用のサージカルマスクやぬ
れタオル、お尻ふきなどの衛生用品などのほか、防

災資機材として発電機、蓄電池、防塵マスクや固形
燃料、避難所用パーティションテント、簡易トイレ
などが多数保管されている。

■主な質疑
Q　保管スペースが少ないのではないか。
A　保管スペースや方法は今後の課題としたい。

議
案
第
14
号　

都
市
公
園
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
26
号　

京
都
府
南
部
地
域
に
お
け
る
消
防
指

令
業
務
に
係
る
事
務
を
処
理
す
る
内

部
組
織
の
共
同
設
置
に
関
す
る
規
約

の
設
定
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　
久
御
山
中
央
公
園
再
整
備
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
公
園
の
賑
わ
い
創
出
に
必
要
と

な
る
施
設
を
整
備
す
る
に
あ
た
り
、
久
御

山
町
都
市
公
園
条
例
に
定
め
る
建
ぺ
い
率

の
緩
和
が
必
要
と
な
る
た
め
条
例
を
改
正

す
る
も
の
。

　
こ
の
改
正
で
、
久
御
山
中
央
公
園
の
建

ぺ
い
率
を
２
％
か
ら
３
％
に
引
き
上
げ
る
。

　
消
防
指
令
業
務
を
共
同
で
お
こ
な
う
京

都
府
南
部
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
運
用
に

向
け
て
、
京
都
市
、
宇
治
市
、
城
陽
市
、

八
幡
市
、
京
田
辺
市
、
精
華
町
、
相
楽
中

部
消
防
組
合
お
よ
び
乙
訓
消
防
組
合
と
共

同
し
て
、
指
令
業
務
に
係
る
事
務
を
処
理

す
る
機
関
な
ど
（
内
部
組
織
）
を
設
置
す

る
必
要
が
あ
る
。

　総務事業常任委員会は、総務部総務課に出席を求め、「防災（備蓄品等）について」の調査として、役場消防庁舎
西側にある防災倉庫に赴き、保管中の備蓄品などの説明を受けるとともに、保管状況について現地視察をおこなった。

　

３
月
会
議
で
は
、
総
務
事
業
常
任
委
員
会
（
辻
徹
委
員

長
）
に
７
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
議
案
を

抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

防災倉庫内を視察する委員

総務事業
常任委員会

３月５日
REPORT

まちづくり・環境・防災・上下水道・税金

くみやま 議会だより　No.182 （8）



Q　
利
用
定
員
、
職
員
の
配
置
は
。

A　
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
実
施
す
る
が
、

定
員
が
３
名
。
そ
れ
に
対
し
て
職

員
は
２
名
と
な
っ
て
お
り
、
配
置

基
準
は
十
分
に
満
た
し
て
い
る
。

Q　
こ
の
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

A　
第
３
条
に
あ
る
基
本
理
念
。
子
ど

も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
、
生
ま
れ

育
つ
環
境
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な

く
そ
の
将
来
に
夢
や
希
望
を
持
ち

続
け
、
他
者
と
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
て
「
生
き
る
力
」
を
育
ん
で

い
け
る
よ
う
考
慮
す
る
こ
と
。

休会中の事務調査 放課後児童健全育成事業（仲よし学級）について １月28日

　民生教育常任委員会は、教育委員会、生涯学習応援課に出席を求め、「放課後児童健全育成事業（仲よし
学級）について」の調査をおこなった。また、令和８年度から仲よし学級運営業務の委託先となるハーベストネク
スト株式会社の方もお招きした。

■久御山町の放課後児童健全育成事業
　放課後児童健全育成事業とは、小学校に就学してい
る児童で、その保護者が働いているなどの理由で日中
に家庭にいない場合に、授業終了後、保護者に代わっ
て適切な遊びまたは生活の場を与えて、健全な育成を
図ることを目的としたもの。
　久御山町では「仲よし学級」と呼び、町立小学校な
どに就学する１年生から６年生までの児童が対象で、
その施設は「御牧仲よし学級」「佐山仲よし学級」
「東角仲よし学級」の３つである。
■民間委託への流れ
　仲よし学級の運営については「久御山町放課後児童
健全育成施設の運営のあり方検討委員会報告書」によ
り、指導員の人手不足、質の確保などの課題が示され、
民間委託による運営について早急に検討をおこなう段
階であるとの提言を受けた。
　検討の結果、直営での運営は令和７年度で終了し、
選定を経て、令和８年４月１日からはハーベストネク
スト株式会社に民間委託することとなった。

　
令
和
８
年
度
か
ら
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
）
を
実
施
す
る

に
あ
た
っ
て
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
乳
児
等
支
援
給
付
費
の
支
給
の
た

め
の
確
認
基
準
を
定
め
る
た
め
、
条
例
を
制

定
す
る
も
の
。

　
子
ど
も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
、
成
長
し
て

い
け
る
よ
う
、
教
育
と
福
祉
が
連
携
し
、
ま

ち
全
体
「
オ
ー
ル
久
御
山
」
で
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が

魅
力
的
な
も
の
と
な
る
ま
ち
の
実
現
を
図
る

た
め
、
条
例
を
定
め
る
も
の
。

議
案
第
９
号

特
定
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

制
定
に
つ
い
て

議
案
第
10
号

こ
ど
も
の
未
来
魅
力
化
条
例
制
定

に
つ
い
て

■ハーベストネクスト株式会社からの説明
　運営組織体制が強化され、御牧、佐山、東角の各学
級に主任指導員を配置、更にその上に統括責任者を置
く。
　入社時には、接遇マナー、危機管理マニュアル、コ
ンプライアンスなどの研修、また同様の研修を毎年１
回おこなう。
　出欠の変更連絡、お迎え時間の変更などの保護者と
の連絡、入退室管理などはアプリ「コドモン」を用い
る。また、学校休業日のイベントとして、スポーツリ
ズムトレーニングなどが予定されている。

■主な質疑
Q　指導員がハーベストネクスト株式会社に移られる
場合の労働条件や賃金については。

A　個別に面談をおこなっており、現在の雇用状況を
最大限考慮する。

　

３
月
会
議
で
は
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
（
濱
口
隆
志

委
員
長
）
に
６
議
案
が
付
託
さ
れ
、
審
査
し
ま
し
た
。
議

案
を
抜
粋
し
、
主
な
質
疑
と
答
弁
を
報
告
し
ま
す
。

（
採
決
結
果
は
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

民生教育
常任委員会

３月６日
REPORT

暮らし・教育・子育て・福祉・健康
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■賛否が分かれた議案
３月会議　全議案の採決結果

（注）表中の○および×は、○=賛成討論、×=反対討論をおこなっています。

※松本議長は、賛否同数以外は採決に加わりません。

〇＝賛成　×＝反対　－＝欠席

議案／議員

日本
共産党 公明党

くみやま
みらい ＠くみやま

会
派
に
属
さ

な
い
議
員

結　

果
芦
田　

祐
介

塚
本
五
三
藏

田
井　
　

稔

大
宮　

竹
志

樋
口　

房
次

内
田　

孝
司

濱
口　

隆
志

辻　
　
　

徹

松
本　

義
裕

島　
　

宏
樹

戸
川　

和
子

岩
田　

芳
一

中
野
ま
す
み

巽　
　

悦
子
×
×
×
×
×
×

×

×
×
×
〇

×

×
×

×

×
×
×
×
×
×

×

×
×
×
×

×

×
×

×

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

－
－

○

可決
可決
可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決
可決
可決

可決

可決
可決

可決

×
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

×
○

○

○
○
○
○
○
○

○

○
○
○
○

○

○
○

○

※
※
※
※
※
※

※

※
※
※
※

※

※
※

※

一般会計 
国民健康保険特別会計（事業勘定） 
介護保険特別会計 
後期高齢者医療特別会計 
水道事業会計 
第６次総合計画の基本構想を定めることについて
特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準
を定める条例制定 
介護保険条例一部改正 
子育て支援センター条例一部改正 
国民健康保険税条例一部改正 
都市公園条例一部改正 
放課後児童健全育成施設の設置及び管理に関
する条例一部改正 
一般会計（第６号） 
水道事業会計（第４号） 
京都府南部地域における消防指令業務に係る
事務を処理する内部組織の共同設置に関する
規約の設定に関する協議について 

８年度
当初
予算

７年度
補正
予算

その他

条例

計画

■全員賛成の議案

委員会提出

８年度
当初予算

条　例

その他

三郷山財産区特別会計

下水道事業会計

議会委員会条例一部改正

こどもの未来魅力化条例制定

火災予防条例一部改正

消防団員等公務災害補償条例一部改正

常勤の特別職の給与に関する条例一部改正

和解及び損害賠償の額を定めることについて

議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例
一部改正

７年度
補正予算

国民健康保険特別会計（事業勘定）（第３号） 

三郷山財産区特別会計（第２号） 

介護保険特別会計（第４号） 

後期高齢者医療特別会計（第２号） 

下水道事業会計（第４号） 

くみやま 議会だより　No.182（10）



各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、代表質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

質問者 質問項目 ページ

定例会３月会議では、町長の施政方針演説を受けて、３人の議員が会派を代表して代表質問を
おこないました。

３
会
派
が
町
政
方
針
を
問
う

代表質問

令和８年度　各分野の重点施策〔町長の施政方針より〕
①安心してこどもを産み育て、豊かな心を持った人を育む
②「活気」と「魅力」があふれ、ふるさと意識が根付く
③助け合い、支え合い、誰もがいつまでも健康で幸福に暮らす
④人と人、人と自然がつながり共生する
⑤機能的で持続可能な都市基盤整備
⑥地域ぐるみで安全・安心な都市機能
⑦多様な主体がともに考え、ともにつくる信頼

①町長の政治姿勢 P12岩田　芳一 議員
公明党議員団

いわた よしかず 一括
質問

①令和８年度施政方針及び令和８年度の取り
　組み 
②令和８年度予算

P13濱口　隆志 議員
くみやまみらい

はまぐち たかし 一括
質問

①『みなくるタウン』 P14樋口　房次 議員
＠くみやま

ひぐち ふさつぐ 一括
質問

（代表質問は全て一括質問でおこなわれます）

くみやま 議会だより　No.182（11）



園
の
再
整
備
な
ど
、
新
た
な
に
ぎ
わ
い

を
生
む
交
流
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

積
極
的
に
ま
ち
の
未
来
へ
の
投
資
を
進

め
た
。

　
令
和
８
年
度
の
安
全
・
安
心
の
強
化

策
に
つ
い
て
、
地
域
ご
と
に
少
人
数
で

気
軽
に
参
加
で
き
る
小
規
模
防
災
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、
若
い
世
代
や
忙
し
い

方
で
も
参
加
し
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
防

災
講
座
、
そ
し
て
、
地
域
で
防
災
を
支

え
人
材
を
育
て
る
地
域
防
災
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
の
よ
う
な
仕
組
み
も
有
効
で
は

　
第
５
次
総
合
計
画
の
最
終
年
度
と
な

っ
た
令
和
７
年
度
を
振
り
返
り
、
施
策

の
進
展
や
町
と
し
て
の
節
目
の
受
け
止

め
に
加
え
、
世
界
情
勢
や
災
害
、
物
価

高
騰
な
ど
、
住
民
生
活
に
影
響
が
あ
っ

た
１
年
を
踏
ま
え
た
町
長
の
総
括
の
考

え
は
。

　

令
和
７
年
度
は
、
「
全
国
一
番
の
子

育
て
環
境
の
ま
ち
」
の
推
進
を
は
じ
め
、

全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
「
グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
」
や
、
新
市
街

地
み
な
く
る
タ
ウ
ン
の
整
備
、
中
央
公

な
い
か
と
考
え
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
広
が
れ
ば
、

地
域
の
防
災
力
が
高
ま
る
だ
け
で
な
く
、

住
民
の
皆
さ
ま
が
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
を
持
つ

き
っ
か
け
に
も
な
る
。
住
民
参
加
の
幅

を
広
げ
る
方
向
性
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
は
。

　

自
治
会
な
ど
へ
の
防
災
に
関
す
る
出

前
講
座
を
は
じ
め
、
自
主
防
災
組
織
の

活
動
に
対
す
る
支
援
、
地
域
で
活
躍
い

た
だ
く
防
災
士
の
養
成
な
ど
、
地
域
の

防
災
力
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

　

さ
ら
な
る
地
域
防
災
力
の
向
上
に
は
、

自
主
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
存
在
が
欠
か
せ

な
い
こ
と
か
ら
、
防
災
士
と
の
連
携
を

進
め
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
地
域
を

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
意
識
醸
成
を

進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
に
向
け
て
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
を

描
け
る
ま
ち
、
地
域
が
支
え
合
う
ま
ち
、

働
く
場
が
あ
る
ま
ち
な
ど
、
久
御
山
町

の
未
来
に
対
し
て
、
町
長
が
描
い
て
お

ら
れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

　

久
御
山
町
に
関
わ
る
全
て
の
人
に
よ

っ
て
、
「
あ
た
た
か
い
絆
」
が
育
ま
れ
、

信
頼
や
つ
な
が
り
の
輪
に
よ
り
「
広
が

る
笑
顔
」
が
生
ま
れ
、
誰
も
が
将
来
に

明
る
い
夢
や
希
望
を
描
き
、
そ
の
夢
に

向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
「
未
来

の
光
が
輝
ら
す
ま
ち　

久
御
山
」
を
、

共
動
＊
感
動
＊
躍
動
の
言
葉
と
と
も
に
、

住
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
、

そ
し
て
、
職
員
と
と
も
に
、
輝
け
る
未

来
の
創
造
に
向
け
て
ま
い
進
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
　
問 令

和
７
年
度
、

町
長
の
総
括
の
考
え
は

Q
積
極
的
に
ま
ち
の
未
来

へ
の
投
資
を
進
め
た

A ◆
町
長
の
政
治
姿
勢

質
　
問

質
　
問

町
　
長

町
　
長

町
　
長

て

全世代・全員活躍まちづくりセンター「グランハット」建設中

避難所訓練の様子

公明党議員団
いわた よしかず

岩田　芳一
動画はこちら
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条
例
を
制
定
し
た
。

　

基
本
方
針
に
お
い
て
、
「
こ
ど
も
が

健
や
か
に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
た
め
の

環
境
を
整
え
る
こ
と
」
、
「
教
育
、
福

祉
、
保
健
分
野
に
お
い
て
十
分
に
連
携

を
図
り
、
一
体
的
な
取
り
組
み
を
お
こ

な
う
こ
と
」
、
「
こ
ど
も
た
ち
の
課
題

の
早
期
発
見
、
早
期
支
援
を
図
る
こ

と
」
を
掲
げ
て
い
る
。

　
３
年
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
た

地
域
の
き
ず
な
再
構
築
支
援
事
業
補
助

金
は
今
年
度
で
終
了
と
な
っ
た
。

　
来
年
度
か
ら
新
た
に
、
（
仮
称
）
共

動
＊
感
動
＊
躍
動
の
地
域
づ
く
り
補
助

金
が
創
設
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、

こ
の
補
助
金
に
対
す
る
町
長
の
思
い
は
。

　

こ
の
補
助
金
に
よ
り
、
地
域
の
き
ず

な
再
構
築
支
援
事
業
補
助
金
で
生
ま
れ

た
地
域
の
活
動
の
芽
を
育
て
た
い
。

　

第
６
次
総
合
計
画
に
お
い
て
本
町
が

掲
げ
る
ま
ち
の
将
来
像
は
、
「
あ
た
た

か
い
絆　

広
が
る
笑
顔　

未
来
の
光
が

輝
ら
す
ま
ち　

久
御
山　

〜
共
動
＊
感

動
＊
躍
動
の
ま
ち
づ
く
り
〜
」
で
あ
り
、

こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
次
代
に
誇
れ
る
わ
が
ま
ち
『
く

み
や
ま
』
」
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

　
３
月
会
議
で
上
程
さ
れ
て
い
る
「
久

御
山
町
こ
ど
も
の
未
来
魅
力
化
条
例
」
、

こ
の
条
例
の
趣
旨
や
目
的
は
。

　

本
町
で
は
、
就
学
援
助
率
が
全
国
に

比
べ
て
高
く
、
生
活
困
窮
家
庭
の
児
童

に
対
す
る
支
援
と
教
育
が
重
要
な
課
題
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
速
に
変
化
し
て
お
り
、
子
ど

も
の
特
性
、
貧
困
や
虐
待
、
不
登
校
な

ど
、
子
ど
も
の
抱
え
る
困
難
は
深
刻
化

し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、

　
久
御
山
町
全
世
代
・
全
員
活
躍
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、
愛
称
「
グ
ラ
ン
ハ

ッ
ト
」
に
つ
い
て
、
工
期
の
遅
れ
が
あ

っ
た
も
の
の
、
令
和
８
年
度
開
館
を
め

ざ
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
令
和
８
年
度
に
は
開
館
セ
レ
モ
ニ
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

も
の
に
な
る
の
か
。

　

今
年
の
12
月
28
日
に
完
成
す
る
予
定
。

　

施
設
完
成
後
、
備
品
の
搬
入
な
ど
を

進
め
、
令
和
９
年
３
月
７
日
に
竣
工
式

お
よ
び
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

当
日
は
記
念
式
典
や
プ
ロ
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
に
よ
る
ミ
ニ
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、

多
く
の
住
民
の
皆
さ
ま
に
ス
テ
ー
ジ
に

上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
掛
け

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
ホ
ー
ル
以
外
の

各
室
を
活
用
し
、
子
育
て
や
食
育
・
福

祉
・
町
の
魅
力
発
信
に
資
す
る
事
業
を

検
討
し
て
い
る
。

質
　
問 新

設
さ
れ
る
地
域
づ
く
り

補
助
金
へ
町
長
の
思
い
は

Q
地
域
活
動
か
ら
次
代
に
誇

れ
る
ま
ち
を
創
造
し
た
い

A ◆
令
和
８
年
度
施
政
方
針
及
び
令
和
８
年
度

　
の
取
り
組
み

質
　
問

質
　
問

町
　
長

教
育
長

グ
ラ
ン
ハ
ッ
ト
の
開
館

セ
レ
モ
ニ
ー
は

Q
令
和
９
年
３
月
７
日
に

実
施
し
た
い

A ◆
令
和
８
年
度
予
算

町
　
長

て

工事が進み、グランハットの形を現しつつある

動画はこちら

くみやまみらい
はまぐち たかし

濱口　隆志
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産
業
立
地
促
進
ゾ
ー
ン
第
１
期
整
備

地
区
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和
２
年
８
月

に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た

た
め
、
地
権
者
総
会
の
書
面
議
決
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
地
権
者
の
合
意
形

成
に
つ
い
て
は
、
個
別
に
丁
寧
な
説
明

を
お
こ
な
い
、
着
実
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
、
遅
れ
て
取
り
組
ん
だ
第
２
期
整

備
地
区
と
併
せ
て
、
令
和
８
年
度
上
半

期
の
本
組
合
設
立
を
め
ざ
し
、
現
在
、

京
都
府
へ
認
可
申
請
の
手
続
き
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
住
街
区
エ
リ
ア
全
体
の
見
込
み
と
し

て
、
１
５
０
０
人
程
度
の
人
口
増
を
め

ざ
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
住
街
区

形
成
の
イ
メ
ー
ジ
な
の
か
。

　
ま
た
、
第
１
期
、
第
２
期
の
産
業
立

地
促
進
ゾ
ー
ン
に
進
出
を
希
望
す
る
事

業
所
の
動
向
は
。

　

住
街
区
促
進
ゾ
ー
ン
先
行
エ
リ
ア
は
、

職
住
近
接
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お

り
、
若
い
世
代
が
望
む
購
入
価
格
帯
や

規
模
を
考
慮
し
た
住
宅
開
発
を
進
め
る
。

　

ま
た
、
新
た
な
住
宅
市
街
地
の
形
成

を
進
め
る
『
（
仮
称
）
ま
ち
な
み
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
』
の
作
成
に
も
取
り
組
む
。

『
み
な
く
る
タ
ウ
ン
』
事
業
の
成
否

は
、
人
口
の
維
持
と
地
方
自
治
体
の
持

続
可
能
性
と
い
う
２
つ
の
課
題
の
解
決

策
と
し
て
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
る

事
業
で
あ
る
。

　
令
和
８
年
度
予
算
に
は
関
連
予
算
と

し
て
５
億
２
８
９
９
万
円
を
計
上
し
て

い
る
が
、
事
業
の
進
捗
に
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
に
よ
る
滞
り
は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
地
権
者
の
合
意
形
成
と
同
意

の
取
り
付
け
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

進
出
希
望
企
業
に
つ
い
て
は
、
町
内

外
か
ら
多
く
の
企
業
に
興
味
を
持
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
第
２
期
整
備
地
区

に
つ
い
て
は
、
優
先
交
渉
企
業
の
選
定

に
向
け
た
審
査
が
進
め
ら
れ
、
第
１
期

整
備
地
区
に
つ
い
て
も
、
企
業
募
集
が

実
施
さ
れ
る
。

　

地
権
者
、
業
務
代
行
予
定
者
、
商
工

会
、
京
都
府
、
本
町
で
構
成
す
る
審
査

会
を
立
ち
上
げ
、
新
た
な
も
の
づ
く
り

産
業
拠
点
の
創
出
、
農
業
と
連
携
し
た

企
業
立
地
、
既
存
工
業
地
と
の
連
携
な

ど
地
域
の
活
性
化
と
い
っ
た
ま
ち
づ
く

り
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

長
期
に
わ
た
り
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
を
総
合
的
に
判
断
し
審
査
し
て
い

く
。

　
『
み
な
く
る
タ
ウ
ン
』
事
業
は
町
史

始
ま
っ
て
以
来
の
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
が
、
事
業
に
か
け
る
町
長
の
思
い
は
。

　

こ
の
事
業
は
、
共
動
＊
感
動
＊
躍
動

の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
た
重
要

な
ピ
ー
ス
の
ひ
と
つ
と
位
置
づ
け
て
い

る
。
完
成
後
は
、
安
定
的
な
税
収
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
よ
り
住
み
や
す
い
ま

ち
の
発
展
へ
と
つ
な
げ
、
明
る
い
未
来

の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
と
確
信
し

て
い
る
。

質
　
問

『
み
な
く
る
タ
ウ
ン
』に

か
け
る
町
長
の
思
い
は

Q
明
る
い
未
来
の
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
と
確
信

A ◆『
み
な
く
る
タ
ウ
ン
』

質
　
問

町
　
長

町
　
長

質
　
問

町
　
長

くみやま 議会だより　No.182（14）

『みなくるタウン』予定地を望む

＠くみやま
ひぐち ふさつぐ

樋口　房次
動画はこちら

「
み
ん
な
が
く
る
」と「
ミ
ラ
ク
ル
」で

み
な
く
る
タ
ウ
ン
！



こ
こ
が

き
た
い

聞

一般
質問

7議員が
登壇 一般質問は、希望する議員（議長以外）がおこなうものです。

今回は、７議員が行政全般について町長などに質問しました。

質問者 質問項目〔質問方法〕 ページ

各議員の写真の下にあるＱＲコードを読み込むと、一般質問の動画がスマートフォンやタブレット端末で
ご覧いただけます。

塚本　五三藏 議員
つかもと いさお ①在宅介護する介護者へのリフレッシュ支援

②高齢者の日中独居者への支援とサービス P16一問
一答

芦田　祐介 議員
あしだ ゆうすけ ①教育委員会の組織体質 

②ふるさと住民制度 P17一問
一答

田井　　稔 議員
たい みのる ①こども園の保育・教育 

②自治会活動への支援 P20一問
一答

巽　　悦子 議員
たつみ えつこ ①施政方針 

②北陸新幹線南部延伸計画 P22一問
一答

島　　宏樹 議員
しま ひろき ①のってこ優タクシー 

②令和８年度久御山町高齢者福祉 P18一問
一答

大宮　竹志 議員
おおみや たけし

①御牧地域の活性化 P19一括
質問

中野　ますみ 議員
なかの ①小規模事業者の現状 

②公共交通のってこタクシー P21一括
質問

くみやま 議会だより　No.182（15）



延
べ
５
日
以
上
の
利
用
に
対
し
、
１
万

５
千
円
を
給
付
す
る
。　
　
　
　
　
　

　

令
和
６
年
度
は
５
家
族
、
７
年
度
は

６
家
族
が
利
用
。

　

高
齢
者
の
日
中
独
居
と
は
、
家
族
と

同
居
し
、
日
中
は
一
人
で
過
ご
す
状
態

を
指
す
。
本
町
は
、
同
居
家
族
が
い
る

場
合
、
支
援
は
「
必
要
な
い
」
と
判
断

し
て
い
る
の
か
。

　　
令
和
５
年
９
月
会
議
で
、
介
護
者
家

族
へ
の
激
励
金
の
増
額
と
対
象
者
の
拡

充
を
求
め
た
際
「
良
い
方
向
性
を
見
出

す
」
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
。
在
宅
介

護
者
へ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
支
援
の
状
況

は
。　
　
　
　

　
　

　

要
介
護
２
の
認
定
を
受
け
た
高
齢
者

を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
に
、
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど
短
期
間
の
宿
泊
を

伴
う
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
、
介
護
者
自

身
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
い
た
だ
く
場
合
、

　

安
否
確
認
を
趣
旨
と
し
た
制
度
で
は

一
日
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
時
間
帯
で
、

お
互
い
を
確
認
し
合
え
る
人
が
い
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
24
時
間
独
居
に
な
る

一
人
暮
ら
し
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
国
は
核
家
族
を
危
惧
し
て
お
き
な
が

ら
、
同
居
家
族
が
い
る
と
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
な
い
矛
盾
が
あ
る
。

　
利
用
で
き
る
制
度
が
あ
ま
り
に
少
な

く
不
公
平
感
が
あ
る
の
で
は
。

　

家
族
が
夜
勤
で
、
深
夜
に
誰
も
い
な

い
状
況
は
、
朝
か
ら
夕
方
に
か
け
て
独

居
に
な
る
よ
り
、
周
囲
の
目
や
支
援
が

届
き
に
く
く
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

対
象
と
な
る
事
例
も
あ
る
。

　

家
庭
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
、
個
々

の
事
例
に
よ
り
課
題
解
決
し
て
い
く
よ

う
適
切
な
判
断
と
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　
厚
労
省
通
達
の
「
同
居
家
族
等
が
い

る
の
み
を
判
断
基
準
と
し
な
い
」
旨
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
第
11
次
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
で
は
、
日
中
独
居
者
に
寄

り
添
い
と
安
心
感
や
尊
厳
に
向
き
合
う

施
策
を
盛
り
込
ん
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

日
中
独
居
者
の
課
題
は
、
策
定
中
の

第
11
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
で
状
況

を
捉
え
、
課
題
解
決
に
向
け
た
計
画
と

な
る
よ
う
策
定
す
る
。

　
高
齢
者
が
困
っ
た
時
に
相
談
す
る
窓

口
お
よ
び
転
倒
や
誤
嚥
、
急
病
時
な
ど

の
た
め
の
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
の
設
置
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

公
共
施
設
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
チ
ラ
シ
を
配
架
し
、
役
場
内
で
も

表
記
を
分
か
り
や
す
く
す
る
。

　

困
っ
た
事
が
あ
れ
ば
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
や
福
祉
課
に
相
談
さ
れ
る

よ
う
周
知
・
啓
発
に
努
め
る
。

　

ま
た
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
は
、
生
活
実
態

が
一
人
暮
ら
し
と
同
じ
場
合
な
ど
は
設

置
し
、
今
後
も
状
況
を
よ
く
聞
き
取
り
、

適
切
に
設
置
の
可
否
を
判
断
し
て
対
応

す
る
。

質
　
問

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

寄
り
添
い
と
安
心
感
と

尊
厳
に
向
き
合
う
施
策
は

Q
課
題
解
決
に
向
け
た
意
味
の

あ
る
計
画
策
定
に
す
る

A ◆
高
齢
者
の
日
中
独
居
者
へ
の
支
援
と
サ
ー

　
ビ
ス

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

激
励
金
の
増
額
と
対
象
者

の
拡
充
を
求
め
た
結
果
は

Q
要
介
護
２
で
延
べ
５
日
以
上

で
１
万
５
千
円
を
給
付

A ◆
在
宅
介
護
す
る
介
護
者
へ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　
支
援

質
　
問

え
ん

動画はこちら

つかもと いさお

塚本五三藏
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力
さ
れ
て
き
た
の
で
、
資
質
に
問
題
は

な
い
。

　　
中
学
校
の
校
内
に
立
ち
入
っ
た
と
き

に
、
消
火
器
具
庫
が
南
京
錠
で
施
錠
さ

れ
て
い
る
の
を
確
認
し
た
。

　
消
防
法
令
で
は
、
「
消
火
器
具
は
使

用
に
際
し
て
容
易
に
持
ち
出
す
こ
と
が

で
き
る
箇
所
に
設
置
す
る
こ
と
」
と
あ

る
。
　
学
校
側
は
、
な
ぜ
、
南
京
錠
で
施
錠

し
た
の
か
。

　
本
件
に
つ
い
て
は
、
町
消
防
本
部
に

通
報
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

　

い
た
ず
ら
防
止
の
た
め
に
南
京
錠
で

施
錠
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　　

通
報
を
受
け
て
、
状
況
を
確
認
し
た
。

学
校
側
に
是
正
指
導
を
お
こ
な
い
、
す

　
町
の
社
会
教
育
委
員
長
が
自
身
の
ブ

ロ
グ
に
テ
レ
ビ
番
組
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

を
呼
び
か
け
て
い
た
。
こ
れ
は
、
著
作

権
法
違
反
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
、
社

会
教
育
委
員
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
行
為

で
あ
る
。

　
当
該
委
員
の
資
質
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
。

　

指
摘
を
受
け
て
当
該
箇
所
は
削
除
さ

れ
た
。
当
該
委
員
に
著
作
権
法
の
認
識

不
足
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
が
、

長
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
の
推
進
に
尽

ぐ
に
南
京
錠
を
外
さ
れ
た
。

　
な
ぜ
、
南
京
錠
で
施
錠
す
る
と
い
う

発
想
に
な
っ
た
の
か
。

　
い
た
ず
ら
防
止
で
あ
れ
ば
、
生
徒
に

教
育
的
指
導
を
お
こ
な
う
べ
き
で
は
。

　

議
員
の
言
わ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

な
ぜ
施
錠
と
い
う
発
想
に
な
っ
た
の
か

は
わ
か
ら
な
い
。

　
総
務
省
の
資
料
に
は
、
関
係
人
口
施

策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
先
行
型
の

タ
イ
プ
Ａ
と
後
発
型
の
タ
イ
プ
Ｂ
が
あ

る
が
、
町
は
ど
ち
ら
の
タ
イ
プ
か
。

　

本
町
は
タ
イ
プ
Ｂ
が
適
当
で
あ
る
と

考
え
、
総
務
省
が
公
募
し
た
モ
デ
ル
事

業
に
申
請
し
た
。

　
申
請
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

い
つ
決
ま
る
の
か
。
選
定
さ
れ
た
場
合
、

予
算
措
置
や
体
制
整
備
は
、
ど
の
よ
う

に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

　

３
月
上
旬
過
ぎ
に
は
結
果
が
わ
か
る

と
思
う
。
ア
プ
リ
の
利
用
も
あ
る
の
で

シ
ス
テ
ム
利
用
料
な
ど
の
予
算
措
置
が

必
要
と
考
え
る
。

　

ア
プ
リ
の
周
知
、
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
、

シ
ス
テ
ム
運
用
体
制
も
必
要
に
な
る
。

質
　
問

質
　
問

消
火
器
具
庫
の
施
錠
は
、

消
防
法
令
違
反
で
は

Q
学
校
側
に
指
導
を
お
こ

な
い
、是
正
さ
れ
た

A ◆
教
育
委
員
会
の
組
織
体
質

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

モ
デ
ル
事
業
の
タ
イ
プ
は

Q
後
発
型
の
タ
イ
プ
Ｂ
で

申
請
し
た

A ◆
ふ
る
さ
と
住
民
制
度

総
務
部
長

教
育
次
長

教
育
次
長

消
防
長

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

質
　
問

総
務
部
長

動画はこちら

あしだ ゆうすけ

芦田　祐介
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南京錠で施錠されていた消火器具庫
（久御山中学校校舎内）



区
分
96
人
、
交
通
区
分
で
自
動
車
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
者
は
１
２
５
人
、

障
害
区
分
で
２
０
２
人
。

　
高
齢
者
で
移
動
困
難
者
の
多
く
が
医

療
機
関
へ
の
移
動
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
。

医
療
機
関
へ
の
停
留
所
増
設
の
考
え
は
。

　

停
留
所
設
置
は
、
の
っ
て
こ
タ
ク
シ

ー
の
基
準
で
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
登
録
し
た
く
て
も
で
き
な
い
方
も
高

齢
者
の
中
に
お
ら
れ
る
。
待
ち
の
体
制

で
は
な
く
、
行
政
か
ら
出
向
い
た
り
、

出
前
講
座
を
す
る
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
は
で
き
な
い
の
か
。

　

提
案
の
出
張
対
応
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
手
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
は
令
和
元
年

５
月
か
ら
運
行
を
開
始
。
利
用
登
録
す

れ
ば
設
置
さ
れ
て
い
る
停
留
所
間
を
制

限
な
く
自
由
に
移
動
で
き
、
料
金
は
２

０
０
円
。

　
こ
の
外
出
支
援
事
業
は
、
本
町
独
自

の
サ
ー
ビ
ス
で
、
全
国
的
に
も
優
れ
た

大
変
す
ば
ら
し
い
施
策
で
あ
る
。

　
現
在
の
登
録
者
の
状
況
お
よ
び
内
訳

は
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
８
年
１
月
末
現
在
の
累
計
登
録

者
数
は
、
８
０
８
人
。
内
訳
は
65
歳
以

上
の
移
動
困
難
者
３
８
５
人
、
子
育
て

　
現
在
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
高
齢
者

に
な
っ
た
が
、
本
町
の
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
人
数
は
。

　

65
歳
以
上
４
６
２
６
人
、
う
ち
75
歳

以
上
２
９
９
０
人
で
65
歳
以
上
の
割
合

は
30
・
76
％
。

　
高
齢
者
に
対
す
る
本
町
独
自
の
サ
ー

ビ
ス
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。

　

高
齢
者
の
外
出
支
援
策
と
し
て
、
70

歳
以
上
を
対
象
と
し
た
京
都
京
阪
バ
ス

や
、
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
、
の
っ
て
こ

優
タ
ク
シ
ー
に
利
用
で
き
る
高
齢
者
バ

ス
回
数
券
な
ど
の
購
入
費
補
助
、
長
寿

お
祝
い
券
の
支
給
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
を
対
象
に
し
た
シ
ル
バ
ー
ホ
ン
や
火

災
警
報
器
具
の
貸
与
事
業
な
ど
や
、
は

り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
費
の
助
成
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
や
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
へ
の
補
助
、
荒
見
苑
の
サ

ー
ク
ル
活
動
へ
の
補
助
な
ど
を
お
こ
な

っ
て
い
る
。

　
現
在
め
ざ
し
て
い
る
「
全
国
一
番
の

子
育
て
環
境
」
と
併
せ
、
「
日
本
一
元

気
な
お
年
寄
り
が
暮
ら
す
ま
ち
」
を
ぜ

ひ
め
ざ
す
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
最
後
に
信
貴
町
長
が
め
ざ
す
本
町
の

高
齢
者
福
祉
に
対
す
る
思
い
は
。

　

高
齢
者
施
策
は
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
を
超
え
高
齢
者
数
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
中
で
、
全
世
代
・
全
員
活
躍
の
ま
ち

づ
く
り
を
め
ざ
す
本
町
の
施
策
の
最
重

要
課
題
の
施
策
の
一
つ
で
あ
り
、
高
齢

者
に
優
し
い
施
策
を
、
今
後
と
も
知
恵

を
出
し
て
、
財
源
を
図
り
な
が
ら
、
盛

り
込
ん
で
い
き
た
い
。

質
　
問 の

っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー
の

登
録
に
出
向
け
な
い
か

Q
出
張
対
応
は
具
体
的
な

手
法
な
ど
を
検
討
す
る

A ◆
の
っ
て
こ
優
タ
ク
シ
ー

本
町
の
高
齢
者
福
祉
に

対
す
る
町
長
の
思
い
は

Q
高
齢
者
に
優
し
い
施
策
を

知
恵
を
出
し
て
盛
り
込
む

A ◆
令
和
８
年
度
久
御
山
町
高
齢
者
福
祉

民
生
部
長

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

町
　
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

民
生
部
長

民
生
部
長

しま ひろき

島　　宏樹
動画はこちら
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新
年
度
、
新
た
に
高
温
対
策
営
農
支

援
事
業
と
し
て
、
農
作
物
の
保
冷
庫
や

予
冷
庫
、
作
業
施
設
の
空
調
設
備
、
地

温
上
昇
抑
制
マ
ル
チ
、
高
温
被
害
防
止

の
殺
菌
剤
な
ど
を
補
助
対
象
と
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
畑
か
ん
（
※
１
）
ポ
ン
プ
更
新

時
の
補
助
率
を
20
％
か
ら
40
％
に
引
き

上
げ
る
と
と
も
に
、
農
業
用
機
械
等
購

入
時
の
補
助
事
業
は
、
５
年
に
一
度
か

ら
３
年
に
一
度
の
申
請
可
へ
と
制
度
の

見
直
し
を
図
る
。

　

さ
ら
に
、
京
都
競
馬
場
や
町
内
大
型

店
舗
か
ら
の
排
出
物
を
堆
肥
化
す
る
研

究
な
ど
を
お
こ
な
う
。

　
人
口
の
減
少
は
、
営
農
や
地
域
づ
く

り
に
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
地
元
で
暮
ら
し
た
い

と
思
っ
て
も
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、

厳
し
い
土
地
利
用
規
制
に
よ
り
、
新
た

な
住
ま
い
づ
く
り
が
限
定
的
で
あ
る
。

　
新
規
施
策
に
お
け
る
市
街
化
調
整
区

域
の
農
村
地
域
へ
の
居
住
を
促
す
仕
組

み
づ
く
り
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　

国
の
優
良
田
園
住
宅
の
建
設
の
促
進

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、
町
が
独
自

に
基
本
方
針
を
定
め
て
、
都
市
計
画
法

　
豊
か
な
農
地
を
有
し
、
都
市
近
郊
農

業
で
発
展
し
て
き
た
久
御
山
の
農
業
。

本
町
の
農
業
の
現
状
と
、
こ
れ
か
ら
の

農
業
施
策
に
つ
い
て
聞
く
。

　

町
内
の
総
農
家
数
は
、
全
国
と
同
じ

で
減
少
し
て
い
る
が
、
認
定
農
業
者
数

は
増
え
、
意
欲
の
高
い
農
家
や
若
い
世

代
も
多
い
。
営
農
の
規
模
や
ス
タ
イ
ル

は
多
様
で
あ
る
。

　

農
業
経
営
安
定
の
た
め
、
こ
れ
ま
で

積
極
的
な
農
業
施
策
を
実
施
し
て
き
た
。

や
農
地
法
の
規
制
を
緩
和
し
、
住
宅
建

設
を
認
定
す
る
仕
組
み
を
活
用
す
る
。

　

営
農
に
支
障
が
な
い
こ
と
、
接
道
や

上
下
水
道
の
敷
設
が
あ
る
こ
と
な
ど
、

要
件
を
整
理
し
て
検
討
す
る
。

　

多
様
な
「
新
・
農
村
人
（
ア
グ
リ
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
）
」
（
※
２
）
が
本

町
に
根
付
き
、
家
族
と
共
に
農
村
環
境

で
豊
か
な
生
活
を
送
る
姿
を
思
い
描
い

て
い
る
。

　

御
牧
地
区
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
た
ち

が
地
元
で
居
住
で
き
る
こ
と
や
、
緑
豊

か
な
生
活
を
求
め
て
本
町
へ
移
住
す
る

方
々
が
増
え
る
こ
と
に
期
待
す
る
。

　

10
年
後
、
20
年
後
に
は
単
な
る
住
宅

地
で
は
な
く
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
調

和
し
た
ゆ
と
り
あ
る
農
村
住
宅
区
域
と

し
て
、
活
気
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
再

生
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
本
事
業
を

本
町
の
農
業
・
住
環
境
・
地
域
経
済
を

一
体
的
に
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
重
要

な
礎
と
し
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
田
園
都
市
・
久
御
山
の
未
来
を

力
強
く
構
築
し
た
い
。

質
　
問 農

村
へ
の
居
住
を
促
す
仕
組

み
づ
く
り
と
将
来
像
は

Q
農
村
で
豊
か
な
生
活
を
送
る

姿
を
思
い
描
い
て
い
る

A ◆
御
牧
地
域
の
活
性
化

質
　
問

事
業
環
境
部
長

町
　
長

町
　
長

事
業
環
境
部
長

※
１
「
畑
か
ん
」
と
は

　

畑
地
灌
漑
の
略
称
。
農
業
用
水
を
供
給

す
る
た
め
の
設
備
。
久
御
山
町
で
は
地
下

水
を
汲
み
上
げ
て
い
る
。

※
２
「
新
・
農
村
人
（
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ソ
ン
）
」
と
は

　

農
村
の
発
展
を
図
る
新
規
就
農
者
や
農

業
者
の
家
族
、
ま
た
農
業
法
人
の
従
業
員
、

さ
ら
に
ス
マ
ー
ト
農
業
の
ス
キ
ル
を
持
つ

人
。

　

集
落
の
担
い
手
と
し
て
、
緑
豊
か
な
生

活
を
求
め
て
都
市
部
か
ら
移
住
す
る
人
、

家
庭
菜
園
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
と
り
あ

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
求
め
る
自
然
環
境

型
の
居
住
希
望
者
。

か
ん
が
い

おおみや たけし

大宮　竹志
動画はこちら
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育
・
保
育
の
内
容
、
そ
の
展
開
に
つ
い

て
工
夫
を
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
１
号
認
定
と
２
号
認
定
の
児
童
の
こ

ど
も
園
の
生
活
を
見
直
す
考
え
は
。

　
例
え
ば
、
１
号
と
２
号
で
は
登
園
時

間
に
違
い
が
あ
る
が
、
登
園
時
間
を
合

わ
せ
る
な
ど
日
々
の
生
活
の
流
れ
を
見

直
し
て
は
。

　

預
か
り
保
育
の
実
施
や
給
食
回
数
を

増
や
す
な
ど
、
保
育
・
教
育
の
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

登
園
時
間
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の

生
活
リ
ズ
ム
や
心
身
の
発
達
を
考
慮
し
、

登
園
時
間
の
変
更
を
検
討
す
る
。　

　

子
ど
も
の
利
益
を
最
優
先
に
、
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
子
育
て
支
援

を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

　
保
育
料
の
無
償
化
な
ど
保
護
者
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
中
、
８
年
度
の
こ
ど
も

園
の
入
園
募
集
結
果
は
、
さ
や
ま
、
と

う
ず
み
こ
ど
も
園
の
５
歳
児
ク
ラ
ス
で

は
、
保
育
を
必
要
と
し
な
い
１
号
認
定

児
童
が
１
ク
ラ
ス
30
人
中
２
人
と
大
変

少
な
い
。
保
育
を
必
要
と
す
る
２
号
認

定
児
童
と
の
保
育
・
教
育
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

保
護
者
の
生
活
形
態
な
ど
に
よ
っ
て
、

園
児
の
在
園
時
間
で
あ
っ
た
り
、
入
園

時
期
や
登
園
日
数
に
違
い
が
あ
る
の
で
、

園
児
一
人
一
人
の
状
況
に
応
じ
た
教

　
自
治
会
役
員
な
ど
と
の
連
絡
調
整
や
、

自
治
会
員
へ
の
情
報
の
伝
達
、
情
報
共

有
が
大
変
負
担
で
あ
る
。
集
会
所
へ
の

情
報
環
境
整
備
な
ど
に
か
か
る
費
用
の

補
助
制
度
が
あ
る
が
、
費
用
面
は
も
と

よ
り
、
利
活
用
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
く
、

環
境
整
備
を
た
め
ら
う
。
町
が
携
帯
電

話
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
情
報
を
発
信
さ

れ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
を
自
治
会
で
も
導

入
で
き
る
よ
う
な
支
援
や
、
携
帯
電
話

で
自
治
会
の
情
報
を
自
治
会
員
で
共
有

で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ

な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
を
お
願
い
で

き
な
い
か
。

　

自
治
会
の
中
で
、
既
に
携
帯
電
話
の

既
存
の
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、

会
員
同
士
で
情
報
共
有
し
て
い
る
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
る
。

　

自
治
会
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
し
っ
か
り
支

援
を
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。

　

ソ
フ
ト
面
で
は
、
京
都
文
教
大
学
の

Ｋ
ｍ
ｉ
ｎ
Ｋ
（
ク
ミ
ン
ク
）
と
の
連
携

に
よ
り
、
自
治
会
向
け
の
ス
マ
ホ
教
室

を
実
施
し
た
実
績
も
あ
る
。

　

シ
ス
テ
ム
導
入
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
具
体

的
な
導
入
、
補
助
金
制
度
、
ソ
フ
ト
的

な
支
援
な
ど
、
い
ろ
ん
な
要
望
な
ど
に

対
し
、
伴
走
支
援
を
し
て
い
く
。

質
　
問 こ

ど
も
園
の
日
々
の
生

活
の
流
れ
の
見
直
し
は

Q
１
号
認
定
の
登
園
時
間
の

変
更
を
検
討
し
て
い
く

A ◆
こ
ど
も
園
の
保
育・教
育

情
報
発
信・共
有
で
き
る

シ
ス
テ
ム
導
入
に
支
援
を

Q
い
ろ
ん
な
要
望
に
伴
走

支
援
を
し
て
い
く

A ◆
自
治
会
活
動
へ
の
支
援

教
育
次
長

質
　
問

質
　
問

教
育
次
長

総
務
部
長

動画はこちら

たい みのる

田井　　稔
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支
援
策
を
講
じ
て
い
る
。

　

２
点
目
は
重
要
な
課
題
。
京
都
産
業

21
が
実
施
す
る
京
都
府
よ
ろ
ず
支
援
拠

点
の
経
営
支
援
員
、
ま
た
中
小
企
業
診

断
士
に
よ
る
経
営
サ
ポ
ー
ト
を
活
用
し
、

適
正
な
価
格
転
嫁
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

３
点
目
は
、
中
小
企
業
低
利
融
資
制

度
（
マ
ル
久
制
度
）
に
よ
る
保
証
料
の

補
給
、
そ
れ
に
対
す
る
利
子
補
給
を
実

施
し
資
金
繰
り
の
悪
化
を
防
ぐ
。

　

４
点
目
は
、
産
業
振
興
に
お
け
る
大

き
な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
就
域
デ

ィ
レ
ク
タ
ー
事
業
を
お
こ
な
い
求
職
者

の
町
内
中
小
企
業
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
、

雇
用
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。

　
令
和
８
年
１
月
１
日
改
正
施
行
、
旧

下
請
法
の
新
名
称
、
中
小
受
託
取
引
適

正
化
法
（
略
称
「
取
適
法
」
）
で
、
小

規
模
事
業
者
も
対
等
で
公
平
な
取
引
が

実
現
で
き
る
か
。

　

取
適
法
は
事
業
者
間
の
取
引
を
適
正

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
例
え
ば
、
買
い

た
た
き
や
一
方
的
な
代
金
の
決
定
の
禁

止
、
手
形
に
よ
る
支
払
い
の
原
則
禁
止

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
法
施
行

　
小
規
模
事
業
者
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
以
下
４
点
に

つ
い
て
本
町
の
認
識
と
支
援
は
。

⑴
物
価
高
と
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
に
お
け
る

経
営
環
境
の
厳
し
さ
。

⑵
価
格
転
嫁
が
困
難
で
あ
る
。

⑶
資
金
繰
り
へ
の
影
響
。

⑷
人
手
不
足
に
つ
い
て
。

　

１
点
目
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し

た
水
道
基
本
料
金
の
減
免
、
生
活
応
援

ギ
フ
ト
事
業
、
事
業
者
の
コ
ス
ト
軽
減

措
置
や
町
内
の
消
費
を
刺
激
す
る
な
ど
、

に
よ
り
小
規
模
事
業
者
は
大
き
な
恩
恵

が
受
け
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

　
第
６
次
総
合
計
画
（
原
案
）
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
公
共
交
通
機
関

の
意
見
に
対
し
「
地
域
の
皆
さ
ま
が
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
に
努
め
引
き
続
き
取
り
組
み
を
進

め
て
い
き
ま
す
」
と
回
答
し
て
い
る
。

の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
利
用
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
予
約
時
間
の
短
縮
や
停
留
所

ま
で
の
距
離
の
短
縮
、
停
留
所
増
設
の

取
り
組
み
は
。

　

予
約
時
間
に
つ
い
て
は
、
人
材
不
足

の
中
で
限
ら
れ
た
台
数
・
乗
務
員
が
確

実
に
配
車
を
お
こ
な
う
た
め
に
必
要
な

時
間
で
、
短
縮
は
難
し
い
。
予
約
に
つ

い
て
は
１
週
間
前
か
ら
可
能
。

　

停
留
所
ま
で
の
距
離
は
町
内
居
住
者

を
網
羅
で
き
る
よ
う
設
置
し
、
運
行
開

始
当
初
の
50　

所
か
ら
65　

所
に
増
設
。

　

路
線
バ
ス
の
補
完
的
役
割
を
担
う
交

通
シ
ス
テ
ム
と
し
て
現
在
の
設
置
箇
所

や
距
離
は
妥
当
で
あ
る
。

質
　
問 小

規
模
事
業
者
へ
の

町
の
支
援
は

Q
資
金
繰
り
や
雇
用
確
保

施
策
な
ど
を
実
施

A ◆
小
規
模
事
業
者
の
現
状

停
留
所
ま
で
の
距
離
の

縮
小
は

Q
町
内
居
住
者
を
網
羅

で
き
る
よ
う
設
置

A ◆
公
共
交
通
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー

事
業
環
境
部
長

都
市
整
備
部
担
当
部
長

質
　
問

事
業
環
境
部
長

質
　
問

カ

カ

なかの

中野ますみ
動画はこちら

くみやま 議会だより　No.182（21）

求職者の町内中小企業見学バスツアーの様子



目
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

検
査
項
目
は
、
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
だ

が
、
質
問
票
（
事
前
記
入
）
で
は
、
後

期
高
齢
者
健
診
の
方
に
は
、
「
周
り
の

人
か
ら
い
つ
も
同
じ
こ
と
を
聞
く
な
ど
、

物
忘
れ
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

か
」
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
い
る
。

　
加
齢
性
難
聴
に
つ
い
て
、
聴
力
検
査

が
な
い
が
健
診
項
目
に
追
加
で
き
な
い

の
か
。

　

特
定
健
診
の
健
診
項
目
は
、
厚
生
労

働
省
の
基
準
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
聴

力
検
査
は
そ
の
項
目
に
入
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
健
診
実
施
に
係
る
国
庫
補
助
の

対
象
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

　
受
診
票
の
項
目
に
、
「
聞
こ
え
に
く

い
」
の
項
目
を
追
加
す
る
こ
と
は
可
能

か
。

　

今
の
健
診
の
方
法
で
、
聴
力
の
衰
え

に
気
づ
く
こ
と
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
の
「
特
定
健
診
」
や

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
「
健
診
」
で

検
査
項
目
に
違
い
は
あ
る
の
か
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
人
を
対
象
に
実
施
す
る

特
定
健
診
と
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢

者
を
対
象
に
実
施
す
る
健
康
診
査
が
あ

る
。
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
に
着

目
し
、
早
期
発
見
、
対
策
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
お
り
、
健
診
は
、

特
定
健
診
に
加
え
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、

加
齢
に
伴
う
心
身
の
虚
弱
の
予
防
に
着

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
12
月
議
会
で
「
着
工
５
条
件
」
に
つ

い
て
、
「
本
町
に
は
鉄
軌
道
が
な
い
た

め
久
御
山
町
か
ら
は
声
が
上
げ
ら
れ
な

い
の
で
は
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、

答
弁
で
は
「
京
都
府
も
自
治
体
で
あ

る
」
「
町
の
意
向
を
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
町
の

意
向
は
今
も
同
じ
な
の
か
。

　

京
都
府
は
沿
線
自
治
体
の
一
つ
で
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
対
応
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
か
ら
町
と
し
て
意
見
は

言
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
見
識
・
認
識
と
は
変
わ

り
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
車
両
基
地
候
補
地
と
な
っ
て
い
る
巨

椋
池
干
拓
地
（
干
拓
田
）
は
、
洪
水
時

に
水
を
溜
め
ら
れ
る
場
所
で
あ
る
。

　
町
長
は
、
町
民
の
代
表
で
あ
る
。

　
久
御
山
町
に
車
両
基
地
が
な
ぜ
必
要

な
の
か
。
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
影
響
は

な
い
の
か
。

　

新
幹
線
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
は
認

め
て
い
る
。
通
り
方
（
南
部
延
伸
計

画
）
が
、
決
定
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

効
果
や
課
題
も
含
め
、
し
っ
か
り
と
物

を
言
っ
て
い
く
姿
勢
で
臨
み
た
い
。

質
　
問 聴

力
検
査
を
健
康
診
査

項
目
に
追
加
で
き
な
い
か

Q
厚
生
労
働
省
の
基
準
に

定
め
ら
れ
て
い
な
い

A ◆
施
政
方
針

車
両
基
地
建
設
に
よ
る

影
響
は
な
い
の
か

Q
効
果
や
課
題
も
含
め

し
っ
か
り
物
を
言
っ
て
い
く

A ◆
北
陸
新
幹
線
南
部
延
伸
計
画

民
生
部
長

質
　
問

質
　
問

質
　
問

質
　
問

民
生
部
長

国
保
健
康
課
長

総
務
部
長

町
　
長

たつみ えつこ

巽　　悦子
動画はこちら

北陸新幹線敦賀車両基地のイメージ
（R7年3月25日開催の自治体説明会資料より）

◆着工５条件
　=整備新幹線の基本条件＝ 　
①安定的な財源見通しの確保
②収支採算性　
③投資効果　
④営業主体としてのJRの同意　
⑤並行在来線の経営分離につい
　ての沿線自治体の同意　

国土交通省「整備新幹線について」より
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ようこそ久御山町へ 〔視察研修受け入れ〕

京都府城陽市議会
　議会運営委員会の皆さま

～通年議会について～
　１月22日、京都府城陽市議会の議会運営委員会
（小松原委員長ら７名）および正副議長、事務局の
視察研修を受け入れました。
　本町からは、議長と議会運営委員が出席し、通年
議会について意見交換をしました。

大分県杵築市議会
　広報広聴委員会の皆さま

　１月14日、大分県杵築市議会の広報広聴委員会
（酒井委員長ら６名）および事務局の視察研修を受
け入れました。
　本町からは、議長と広報広聴常任委員が出席し、
議会だよりや議会モニター制度の取り組みなどにつ
いて意見交換をしました。

三重県東員町議会議員の
　　　　　　　　　皆さま

～通年議会について～
　２月３日、三重県東員町議会議員４名の視察研修を
受け入れました。
　本町からは、正副議長と議会運営委員会の正副委
員長が出席し、通年議会について意見交換をしました。

～議会だよりについて～

じょうようし とういんちょう

き つ き し

　久御山町議会では、全国各地の議会
から視察研修に来られ、対応しています。
　研修の内容はさまざまで、この号で
の紹介は３件とも議会の取り組みにつ
いてでしたが、子育て支援やのってこタ
クシーなど、町の施策について聞きに
来られることもあり、その際は町の職員
にも対応を依頼しています。
　本町議会も、他議会や他自治体の取
り組み事例を学び議会活動へ生かすた
め、委員会や会派などで視察研修をお
こなっています。随時議会だよりにて報
告してまいります。
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！

住民と議員の

せっしょん
ほんわか

久御山町議会地域懇談会

Farmer
with

農業従事者のみなさんと

REPORT！

　久御山町議会は、〈農業〉をテーマに、２月 19 日／クロスピアくみやまにおいて、今年度の久御山

町議会懇談会『ほんわかせっしょん！』を開催しました。10 名の農業従事者の皆さまに参加いただき、

様々なご意見や今後の課題などについて議論いたしました。その内容についてお伝えします。

いただいたご意見（抜粋）

次ページへ続く

物価高、高温への対策をしてもらっているが、
出荷野菜の価格は変わらない。経営安定は困難。

夢タワーのロゴはPRになって良いが、出荷野
菜のためのビニール袋などに材料費がかかる。

耕作放棄地などについて、役場から紹介や斡旋が
できないか。

夢タワーロゴ使用の補助申請が、予定数に達し
終了していた。旬の時期があり考慮してほしい。

２月19日
クロスピアくみやま
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畑かんの管のメンテナンスをしたいが、組合員
の減少で個々の負担が増し、これからが心配。

野菜泥棒が多く、防犯カメラを設置してほしい。
営農を拡大したい人は多いが耕地が不足。農村
地域を存続する計画策定が必要ではないか。

儲かる農業、農業のまちづくりをめざすなら、
実務者の指導や助言が必要。

道の駅「くるくるなると」（徳島県鳴門市）など、
集客力のある直売所を参考にしてはどうか。

家族３人で営農しているが後継ぎがいない、こ
のままでは持たない。

ほんわかせっしょん！次回、　　　　　　　　　　　　　　　　　は、

　久御山町議会では、住民の皆さまに開かれた議会をめざし、常に議会の活性化に取り組んでいま

す。地域懇談会『ほんわかせっしょん』はその一環として、年度ごとに開催しております。次の開

催は、来年の統一地方選挙により久御山町議会も改選の年となることから、下記の日程で開催させ

ていただきます。皆さまの積極的なご参加をお待ちしております。

◆どなたでもご自由に、ご都合の良い会場にお越しください。
◆グループに分かれて懇談会を開きます。テーマは自由です。
◆令和８年３月会議で決まったことを報告します。
◆議会へのご意見、ご提言、ご要望をお聞きします。
　※手話通訳・要約筆記、保育ルームを希望される方は５月 11日㈪までに
　　議会事務局（電話 0774-45-0105 ／ 075-631-9996、
　　メール gikai@town.kumiyama.lg.jp）へご連絡ください。

INFORMATION!

◆第１回　日時／５月 21日㈭　19：00～21：00
　　　　　場所／久御山町役場・５階コンベンションホール

◆第 2回　日時／５月 23日㈯　10：00～12：00
　　　　　場所／ふれあい交流館ゆうホール・２階交流ホール
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議会モニター会議を開催しました

　2 月 25 日／ 19：00～20：00
ゆうホール：ボランティアルーム

　2 月 22 日／ 13：00～15：00
ゆうホール：ミーティングルーム

■久御山町議会主催の議会モニター
　会議を開催しました。
　会議内容は、
　　①議会モニターの活動、
　　②「議会だより｣の編集、
　　③議会ホームページ、
　のほか、日頃感じていることや疑
　問などについて話し合いました。
　

一部紹介モニターさんのご意見！や疑問？モニターさんのご意見！や疑問？

◆第５期議会モニターが決定しました！！
　ご応募いただき、ありがとうございました。１年間どうぞよろしくお願いします。

議会モニターについて

議会モニターについて
◆モニターに参加して、初めてわかったことがあった。
◆議会を傍聴するのに資料がほしい。
◆アンケートに答えるのが精一杯なところがあった。

◆ホームページ（で知りたい情報）を探すのに時間がかかる。ＳNＳを活用した情報発信。
◆議員の定数は人口に応じた数になっているのか、なぜ定数が 14人なのか。
◆地域懇談会（ほんわかせっしょん）は有意義なので継続していくべき。

◆横文字が多いので、わかりやすい言葉を使ってほしい。
◆モニターの意見は反映されているのでしょうか。

◆北陸新幹線の延伸計画の説明　◆国保税が高いが対策は　◆子育て全国一など、特徴の
あるまちづくり　◆他の市町の先進事例の取り入れ　◆パブリックコメントについて

議会だよりについて

議会活動について

久御山町について

議会モニター会議を開催しました
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★ご協力をいただきありがとうございました。
★今後も「読みたくなる」編集をめざしてまいります。 

編
集
後
記

委
員
長

副
委
員
長

委　
　

員

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

大
宮　

竹
志

巽　
　

悦
子

田
井　
　

稔

辻　
　
　

徹

樋
口　

房
次

戸
川　

和
子

内
田　

孝
司

松
本　

義
裕

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

衆
議
院
の
令
和
８
年
度
予
算
審
議

で
は
、
選
挙
の
結
果
と
は
い
え
与
党

が
議
席
の
多
数
を
占
め
、
案
の
定
、

野
党
か
ら
は
審
議
時
間
の
延
長
を
求

め
る
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

久
御
山
町
議
会
予
算
決
算
常
任
委

員
会
で
は
制
限
時
間
は
無
く
、
一
人

あ
た
り
の
時
間
配
分
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

傍
聴
も
可
能
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

樋
口　

房
次

〇地域応援商品券発行事業。
〇町職員の給与改定と人材確保の件。
〇車両基地建設による町への影響を繰り返し紙面な
どに記載することでメリットデメリット含めて幅
広い意見を取り入れ町の活性につながることを
願う。

〇物価高対応子育て応援手当支給事業、子育て支援
事業。

〇グランハットの進捗状況。
〇グランハットの工期延長による損害賠償。
〇社会福祉法人久御山町社会福祉協議会についての
調査報告。

〇全国一番の子育て環境のまちづくり。

〇グランハットの工期延長で負担金は増えるのか。
〇町の人口が1.5万人程度であれば、職員の人材確
保など必要に感じないが。

〇3億6,025万円という多額の予算が、繰り越され
る背景について、「なぜ、いつまでに、どう使わ
れるのか」をより詳細に記していただきたい。

〇くみやま生活応援ギフト（商品券）の配布
〇議会議員の報酬及び費用弁償等に関する条例一部
改正

〇久御山町社会福祉協議会の事業活動計画
〇全国一番の子育て環境のまちづくりについて
・何歳ぐらいまでの子ども対象か？
・高学年から中学生の遊ぶ場所は久御山にあるの
か。

〇北陸新幹線延伸の件。今決まってるものを教え
て欲しい。家の近くに延伸され騒音などに今後
悩まされることがあるなら、わかっている範囲
で町民に提示すべき。

〇デジタル化による経費削減が、住民サービスの
向上や避難所となる庁舎のWi-Fi環境整備に早期
に還元されることを強く望む。

〇物価高騰支援は、対象を限定せず町民全体に検
討する話があっても良いのではないか。

〇敦賀の車両基地を視察されたということは、久
御山に車両基地が造られる（確定している？）
ことは変更の余地はないのか。

〇こども誰でも通園制度は、一家族に対して、時
間と回数の制限はあるのか？
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議会モニター「アンケート」
前号（ＮＯ.１８１）の議会モニターさんから
のアンケートの回答（一部）を紹介します

その他の記事について

興味・関心をもたれた
　　　　　　　　記事

内容がわかりにくい



シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル

な
の
で
入
会
し
て
く
だ
さ
い

　

髙
木
さ
ん
は
、
70
歳
を
前
に
「
終
の

す
み
か
」
と
し
て
久
御
山
町
に
転
居
し

ま
し
た
。

　

初
め
て
久
御
山
町
の
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
荒
見
苑
を
訪
問
し
た
時
、
麻
雀

サ
ー
ク
ル
の
入
会
方
法
を
た
ず
ね
た
と

こ
ろ
、
「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ク
ル

な
の
で
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

く
だ
さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
の
で
、

す
ぐ
に
入
会
手
続
き
を
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
３
年
前
か
ら
は
昭
和
46
年

に
設
立
さ
れ
た
久
御
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
連
合
会
初
の
女
性
会
長
と
し
て
27
ク

ラ
ブ
（
令
和
７
年
10
月
現
在
の
会
員
は

１
４
０
９
人
）
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
精

力
的
に
任
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
活
動
を

　

髙
木
さ
ん
は
、
会
長
を
引
き
受
け
た

時
、
「
本
部
役
員
全
員
が
会
長
、
会
員

全
員
が
役
員
と
し
て
活
動
し
て
欲
し

い
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た
。

　

今
年
2
月
3
日
の
文
化
講
演
会
で
は
、

津
軽
三
味
線
の
コ
ン
サ
ー
ト
。
ま
た
2

月
10
日
に
は
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開

催
す
る
な
ど
活
発
に
活
動
を
続
け
る
髙

木
さ
ん
。

　

「
私
を
支
え
て
く
だ
さ
る
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
仲
間
と
荒
見
苑
事
務
局

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一

緒
に
頑
張
り
た
い
！
」
と
い
う
髙
木
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
し
た

（
聞
き
手
・
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
）

No.50

久
御
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

初
の
女
性
会
長
！！

つ
い

広聴常任委員会

髙木 優子さん
（林在住）

久御山町シニアクラブ連合会

会長
ゆうこたかぎ

表
紙
の「
く
み
や
ま
」を
描

い
た
の
は
谷
口
七
海
さ
ん
。

た
に
ぐ
ち
な
な
み

谷口 七海さん
（高校１年生）

　

表
紙
の
題
字
は
久
御
山
中
学

校
総
合
文
化
部
在
籍
時
の
作
品

で
す
。

　

久
御
山
町
で
採
れ
る
作
物
を

紹
介
し
た
く
て
、
野
菜
を
モ
チ

ー
フ
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

３
年
生
で
行
っ
た
沖
縄
へ
の

修
学
旅
行
。
ク
ラ
ス
の
み
ん
な

と
楽
し
く
交
流
で
き
た
こ
と
が

中
学
校
生
活
の
一
番
の
思
い
出

で
す
。
「
高
校
で
は
勉
強
を
し

っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。
」
と
笑

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、久
御
山
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
会
長
と
し
て
今
年
で
３
年
目

を
迎
え
る
髙
木
優
子
さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
し
ま
し
た
。
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